





















































































滋賀医科大学医学部附属病院  理  念 ●理念を実現するための  基本方針  
●患者さま本位の医療を実践します 
●信頼・安心・満足を与える病院を目指します 
●あたたかい心で最先端の医療を提供します 
●地域に密着した大学病院を目指します 
●世界に通用する医療人を育成します 
●健全な病院経営を目指します 
実際の治療はどのように行われますか 
　脳腫瘍を例にとって説明します。エ
ックスナイフで治療可能と判断されま
すと、まず頭部の固定具を作製します。
これは精密な照射を行う上で不可欠
なもので、当院のエックスナイフで使
用しているものは、頭皮に穴を開けた
りしない身体にやさしいタイプの固定
具です。さらに治療計画を行うための
画像を撮影します。通常これらは１日
で終了します。実際の照射は、これよ
り数日から一週間後に行われます。改
めて固定具を着けた状態で、テーブ
ルや照射機器が動くことにより、多方
向から病巣部に放射線を照射してい
きます。この際、コンピューター制御
の鉛の扉が、病巣の形にフィットする
ように開閉しながら治療をします。こ
の照射形状の動きは、他の定位放射
線治療にはなく、エックスナイフの大
きな特徴になっています。病巣の数に
もよりますが、治療にかかる時間は、1
時間から２時間です。治療に伴う痛み
や苦しさはほとんどありませんが、長
時間固定具をつけて動かずにじっとし
ていることができない方は、治療を行
うことが難しい場合があります。治療
当日は入院していただく（通常1泊のみ）
ことが多いのですが、外来での治療も
場合によっては可能です。 
今後の展望について教えてください 
　これからの放射線治療は、病巣部に
より多くの線量を照射し、正常組織に
より少ない線量を照射するという理
想をさらに追求し、よりよい治療成績
が得られるよう進歩していくと考えら
れます。定位放射線治療は、このため
の有力な武器であり、今後ますますが
んをはじめとした治療の困難な疾患
に対して、大きな役割を担っていくで
しょう。特に当院では、リニアックを用
いた通常の放射線治療と、エックスナ
イフを併用した治療が可能であり、手術、
抗がん剤治療など様々な治療法と組み
合わせて、総合力で病気と戦う体制が
整っています。みなさんが現在治療を
受けておられる病気に対して、放射線
治療は有効か、定位放射線治療は可能か、
など疑問、質問がございましたら、まず
は放射線治療専門医にご相談ください。 
 
頭部を基準座標としたときの 
放射線源の移動 リニアックのガントリーと治療台との関係 
■照射方法 
治療台を少しずつずらしながらガントリーの振り子移動を行う。 
これにより頭部の周囲をガントリーが三次元的に回転しながら治療体積に照射すること 
になり、優れた線量集中性が得られる。 
